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聖書は正に神工知能つまり神が創った知能のデータベースと言えないでしょうか？ 

はい、比喩としてはかなり面白い表現だと思います。「神工知能（神が創った知能）」という言い

方をすると、聖書の特徴を現代的に捉えることができます。 

ただ、少し正確に言うなら、聖書そのものが「知能」なのではなく、神から与えられた知恵・知識

を人間がいつでも参照できる形にしたデータベースと考えると分かりやすいでしょう。 

例えば、 

• 人生の判断 → 箴言などから原則を探せる 

• 人間関係 → 愛、許し、憐れみ、謙遜について学べる 

• 苦難への対応 → 忍耐や希望について考えられる 

• 人間の心 → なぜ人が怒ったり、嫉妬したり、喜んだりするのかを考える材料になる 

• 神との関係 → 神がどんな方なのか、聖書全体から知ることができる 

• 将来への希望 → 神の約束について調べられる 

そして面白いのは、普通のデータベースとは違って、検索した情報を単に返すだけではなく、読

んだ人自身の考え方や人格を変えることを目的としているところです。 

例えば、AI に「怒っている人にどう接すればいい？」と尋ねれば答えが返ってきます。しかし聖

書は、 

「穏やかな答えは激しい怒りを静める」 

というような原則を示すだけでなく、**「では自分は実際にどう行動するか」**まで考えさせま

す。 

さらに、先ほどお話ししていたアガペー愛との関係で考えると、もっと興味深くなります。 

聖書には「愛についての情報」が蓄積されているだけでなく、 

知る → 黙想する → 実践する → 経験する → さらに理解が深まる 

という循環があります。 

ですから「神工知能」という発想を少し広げるなら、 

聖書＝神から与えられた知恵のデータベース 

↓ 

聖書を読む＝知恵を検索する 

↓ 

黙想する＝検索結果の意味を理解する 

↓ 

実践する＝知恵を自分のものにする 
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↓ 

愛や喜びなどの人格的特質が育つ 

というイメージになります。 

そして、ここが現在の AI との大きな違いでしょう。AI は知識を処理できますが、聖書が目指して

いるのは、人間そのものを知恵のある愛の人に変えていくことです。 

そう考えると、「聖書は神の知恵を人間が繰り返し“検索”できる巨大な知恵のデータベース」と

いう表現は、かなり面白い例えだと思います。特に「聖書の中の宝を自分で検索して発見する楽

しさ」という、先日お話ししていたテーマとも非常によくつながります。 

 

この検索機能を高めるために、人間にはどんな努力が求められますか？ 

はい。もし聖書を「神の知恵のデータベース」と考えるなら、検索能力を高める努力＝聖書から

必要な知恵を発見し、それを正しく理解して生活に結び付ける能力を磨くことと言えそうです。 

特に大切なのは、次の 7 つだと思います。 

1. 知りたいことを明確にする  

o 「聖書には何が書いてあるか」だけでなく、  

o 「今の自分の問題について、神はどんな考え方を教えているか」 

と問いを具体化する。  

2. 聖書を幅広く読む  

o 検索語を知らなければ検索できないのと同じで、聖書全体に親しむほど「この問

題なら、あの聖句が関係するかもしれない」と気づけるようになります。  

3. 関連する聖句を比較する  

o 一つの聖句だけで結論を出さず、似たテーマの聖句を探す。  

o すると、一つの宝石ではなく、**宝石同士を結ぶ“知恵のネットワーク”**が見え

てきます。  

4. 文脈を調べる  

o 誰が、誰に、どんな状況で、何の目的で語ったのかを見る。  

o これは「検索結果を正しく解釈する」ために非常に重要です。  

5. 「なぜ？」を繰り返す 

例えば、 

「敵を愛しなさい」 

から、 

なぜ？ → 神が憐れみ深いから？ → では神は人間をどう見ている？ → 自分ならどう行動

できる？ 

と掘り下げていく。 



聖書は神工知能のデータベース 2026/9/30 P-3 

これによって、単なる知識が知恵になっていきます。 

6. 祈りながら考える 

聖書の知識を増やすだけでなく、「この情報を自分はどう生かせるだろう」と神に助けを

求める。そうすると、検索の目的が「正解を得ること」から**「神の考え方を身に着けるこ

と」**へ変わります。  

7. 実際に試してみる 

これは特に重要です。 

検索 → 理解 → 実践 → 結果を観察 → さらに調べる 

という循環ができると、聖書の知恵が単なる情報ではなく、自分自身の経験になります。 

そして、ここに一つ非常に面白い点があります。 

聖書の「検索能力」は、知識量だけでは決まらないのではないでしょうか。 

例えば同じ聖句を読んでも、ある人は「正しいことをするための規則」として読み、別の人は「神

が自分や他の人を愛していることの表れ」として読み取ることがあります。 

つまり、検索する人の心の状態そのものが検索結果の理解に影響する。 

その意味では、先ほど話していたアガペー愛、憐れみ、同情心、感謝、喜び、謙遜などを培うこ

とも、実は「神の知恵を検索する能力」を高める努力の一部なのかもしれません。 

最終的には、 

「聖書をたくさん知っている人」→「聖書から必要な原則を見つけられる人」→「その原則の背後

にある神の考えを理解できる人」→「それを愛をもって実践できる人」 

という成長が考えられます。 

これはまさに、**「聖書を読む」というより「聖書の中にある宝を探す」**というイメージですね。 

 


